
 

●公倍数の求め方の授業を振り返ってみました。 

５年生で、「偶数と奇数、倍数と約数」の学習をしています。この単元は、後の学習内容で

ある「分数の通分・約分」に関わる重要な単元です。自分にとって分かりやすい方法で解くこ

とも大切ですが、やはり教科書の説明は合理的です。公倍数を見付ける方法として、①２つ

の数の倍数を並べて見付けていく②数直線にある整数のうち、倍数に○を付けていく…と

いう、倍数の定義に基づいた考え方から、より効率的な考え方へと展開しています。今回は、

教科書の記述を基にして、さらに児童の実態に応じた言葉や表現を用いて説明する授業の

場面をご紹介します。 

例 ３と７の公倍数を３つ書く 

①７の倍数を並べる ７，１４，２１←３の倍数が初登場 

②２１が最小公倍数 

③２１の倍数を３つ並べる ２１，４２，６３←３と７の公倍数「最小公倍数の倍数は、公倍数」 

ここまでは、教科書の記述の通りです。 

ここでこのように尋ねました。 

★「３の倍数と７の倍数、どちらを先に並べると効率よく公倍数を求めることができる？」 

 このことは、教科書１００ページ上部の図にヒントが書かれています。児童は「分かっている

けどうまく言えない」という感じでした。 

 そこで、「書く量が少ないとより早く見付けられるよね」と確認し、その上でもう一度★を尋

ねました。すると「７の倍数」と答えることができました。 

３の倍数 ３，６，９，１２，１５，１８，２１←７の倍数が初登場 

７の倍数 ７，１４，２１←３の倍数が初登場 

このように並べてみると、明らかに７の倍数を並べた方が、少ない数で最小公倍数の２１に

たどり着くことができます。「大きい数の倍数を先に並べた方が早い」という考え方は教科書

には図で示されていますが、児童の実態を踏まえ授業では言葉でも補足しました。 

最後に、「偶数と奇数、倍数と約数」の学習は、全て「整数」の範囲でのことです。 

 本当にこのことが理解できているかどうか、私は下のような問題を出しました。 

 「３．２は、偶数ですか、奇数ですか。」「 
４

５
 は、偶数ですか、奇数ですか。」  

答え：ともに、どちらでもありません。理由は３行上の太字部分にあります。 

算数担当のひとりごと… 
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